
　ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）では、2010年の田んぼのグリーンウェイブを湿地全体に
発展させて、昨年から「湿地のグリーンウェイブ」として開催しています。2012年度もこのキャンペーンに
参加していただける団体を募集します。

　このキャンペーンは、1997年の諫早湾閉め切りの日である4月14日（干潟・湿地を守る日）から、生物多
様性の日（グリーンウェイブが実施される5月22日）までを湿地の生物多様性保全の普及・推進期間として、
自然観察会、生きもの調査、田植え、シンポジウムなどの活動を、全国で連携して行い、湿地の生物多様性
保全と賢明な利用を広く知らせようというCEPA活動です。2010年から延べ80以上の団体が全国各地でさ
まざまな取り組みを行いました。ご参加くださった団体のみなさま、ありがとうございました。

　湿地は、沿岸および浅海域の干潟やサンゴ礁、内陸湿地、河川流域、水田、里山等々、生物多様性豊か
な国土の多くを横断的に占めている重要な場所です。水のつながりの中で生物多様性が維持されていますの
で、特定の湿地ポイントだけではなく、流域全体で考えることが大切です。そこで、2012年のサブテーマを

「サイトから流域へ 〜湿地がつなぐ自然と人々〜」としました。今年はラムサール条約や生物多様性条約の
COP11が開催されるなど国際会議も目白押し。地域の湿地の活動をつないでいくことによって、流域全体の
生物多様性を保全することを目指します。

　このキャンペーンが、みなさまの地域の湿地保全や賢明な利用の手助けとなり、保全の輪が広がることを願っ
ています。これまで参加したことのない周辺の団体にも声をかけてみてください。たくさんの団体の参加をお
待ちしています。

●キャンペーンの内容

　4月14日（干潟・湿地を守る日）〜 5月22日（国際生物多様性の日）を中心とした4月〜 6月に、各地で
開催される湿地保全に関するイベントを、「湿地のグリーンウェイブ」参加イベントとしてラムネットJに申
し込んでいただき、ラムネットJ事務局で以下のような活動を行うことにより、湿地保全の輪を広げます。

　◎ �リーフレットの作成：各参加イベントの概要を掲載。3月下旬発行。 
各団体に一定枚数を支給。

　◎ �専用ホームページでの紹介：参加イベントの詳細、参加団体の紹介 
などを掲載

　◎ 各地の活動を紹介展示（地球環境パートナーシッププラザにて）
　◎� 環境省ほかによる「グリーンウェイブ2012」への参加登録と報告
　◎ ラムサール条約COP11での報告
　◎ ラムサール条約事務局、生物多様性条約事務局への報告
　◎ 日本国内におけるシンポジウムなどで発表と報告
　◎ �ラムサール条約事務局が発行した世界湿地の日記念冊子「湿地とツー

リズム」の日本語版（環境省制作）を各団体に配布
　◎� ラムネットJからのキャンペーンに寄せたメッセージを作成
　　　（ホームページ上に掲載、各団体にて自由に利用）
　◎ マスコミ等へのPR　ほか

　「湿地のグリーンウェイブ」は、1997年に諫早
湾が閉め切られ広大な干潟が消滅することになっ
た日である4月14日「干潟・湿地を守る日」か
ら、世界的な植樹キャンペーン（グリーンウェイ
ブ）が行われる5月22日「国際生物多様性の日」
までを、湿地と生物多様性の保全を推進する期間
として、自然観察会、生きもの調査、田植え、シ
ンポジウムなど、湿地保護に関連した活動を全国
で連携して実施するキャンペーンです。
　今回は東日本大震災で被災した地域への応援
も兼ねて、6月まで延長して開催します。今年は
「国連生物多様性の10年」の始まりの年でもあり、
生物多様性保全のための積極的な行動が求められ
ています。ぜひ各地のイベントに参加して、湿地
の素晴らしさや大切さを知ってください。

●後援
ＷＷＦジャパン／日本野鳥の会
日本自然保護協会／CBD市民ネット
●湿地のグリーンウェイブ・ホームページ

http://www.ramnet-j.org/gw/
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●参加イベントの種類

　自然観察会、生きもの調査、田植え、湿地のクリーンアップ、シンポジウム、学習会、写真・絵画展、コンサー
ト、上映会、エコツアー、ハイキングなど、湿地保全に関連するイベントでしたらどのようなものでも結構です。

●参加タイプ

(1)公開イベントでの参加

対　　　象 一般からの参加者を募集するイベントを実施する団体

リーフレット掲載 イベントの日時、場所、内容、問い合わせ先などを掲載

参加登録費 無　料

リーフレット支給 100枚（リーフレットの追加をご希望の場合は、実費にて頒布します）

(2)限定イベントでの参加

対　　　象 一般から参加者を募集しない、学校や職場内などのイベントを実施する団体

リーフレット掲載 イベントのタイトル、日時、場所のみ掲載

参加登録費 無　料

リーフレット支給 50枚（リーフレットの追加をご希望の場合は、実費にて頒布します）

●申込方法と締切
　・別紙の申込書にご記入の上、下記の宛先までメール添付かFAXでお送りください。
　・申込締切：2012年2月29日（水）
　※後日、ホームページ掲載用のイベント情報の原稿提出をお願いします。
　※締切後の申し込みも受け付けますが、イベント情報の掲載はホームページのみとなります。

●後　援：�WWFジャパン、日本野鳥の会、日本自然保護協会、国連生物多様性の10年市民ネットワーク、
IUCN日本委員会（予定）

●協　力：セブン・イレブンみどりの基金
●申し込み、問い合わせ：ラムサール・ネットワーク日本（担当　安藤/陣内）
　Email　event2012@ramnet-j.org　 TEL/FAX：03-3834-6566
　ホームページ　http://www.ramnet-j.org/

このシンポジウムは、にじゅうまるプロジェク
トに参加しています。


